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学位論文内容の要旨
今回の研究では､胸臆皮質環境細胞('lLhyお よび r`CDM)､C･Kit,CD5,gltlCO_Se
tra鵬PDrter･1(Gf.1汀･1).claudil)･1(CLDN･1).払ymoprotca島Olneβ5己､p53､Ri･67
(M工B･1)の免疫組経学的マーカーを用い､地線Ar貿細胞(C-'rhy)および胸臆皮寅樹状細
胞('rCDM)とともに､胸腺癌､B3型胸腺腫､肺南平上皮癌を鑑別することを目的とし
て行ったoThyないしTCDMの存在はB:i型胸腺腫特異的であったが､障性例も約 Lj3
粗度あり､胸膜橋との鑑別では更なる有効なマーか-が;Ky)られヒo胸腺プロテアンー
ムサブユニツ庁･β5tは食例の 83型胸腺腫に特見地に発現 してお り､胸腺鹿との鑑別に
きわめで有用であった｡さらにC･KLないしCI)与が胸腺鰍 こほぼ特異的に陰性であり､
梓にC-Kie細胞膜楊性所見は胸腺鹿に確めて抑 故的であ り鑑別診断に有効と考えられた｡
これらの胸腺炭質粛境細胞の存在のil一条や相続雁ないし胸腺葱に対する抗体のJ'温み合
わせにより牌腺痛､肺南平上皮癌､R3型的心慮を正稲に登別することが可罷であると
考えられた｡
論文審査の結果の要旨
奉研究捻免疫維綿半的マーカーによ'/)駒脱炭資紺地､胸腺皮質樹状細.抱､胸牌癌 ,
耶也脱線臆 ､跡荷年上Iul.癖の死別 を誕みた研究である｡
本研究にO-.り胸腺プ ロテオ ソ-.hサブユニ ット85tはB3型胸腺腫と胸腺癌の鑑別
に有桐であった｡またC･Kit及びCt)5結胸腺姫 に特灘粥に認められたO以 ヒの免疫組
織学的礎盤の組み合わせによ り胸腺癌､B3型駒腺腫､肺頂平上皮癌が結別可能であ
ることが判 明したn この縫取は緒床に庖ちに応用可能な重要な知見を稗た もの とし
て価値歳る巽軒であると認める｡
よって､本研究は銘除草博士の学位を得る資格があると絡める｡
